
2016年度賃金引き上げ交渉を集約
本
部
は
３
月

日
、
２
０

28

１
６
年
度
賃
金
引
き
上
げ
、

夏
季
手
当
お
よ
び
諸
要
求
に

つ
い
て
の
交
渉
を
集
約
し
、

会
社
に
妥
結
を
通
告
し
ま
し

た
。本

部
は
２
月

日
、
基
本

12

給
の
一
律
６
０
０
０
円
引
き

上
げ
、
定
期
昇
給
制
度
の
是

正
、
夏
季
手
当
３
．
５
ヶ
月

分
支
給
、
出
向
先
会
社
の
労

働
条
件
改
善
な
ど
を
柱
と
す

る
要
求
を
『
申
第

号
』
と

18

し
て
会
社
に
提
出
し
ま
し

た
。交

渉
は
２
月

日
の
第
１

23

回
団
体
交
渉
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
再
申
し
入
れ
を
含
め
７

回
の
団
体
交
渉
を
行
い
ま
し

た
。
消
費
税

％
、
物
価
上

10

昇
等
に
よ
る
実
質
賃
金
の
目

減
り
に
対
し
、
企
業
に
対
す

る
法
人
税
減
税
や
好
調
な
業

績
に
よ
り
支
払
い
能
力
が
十

分
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
満
額

回
答
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

会
社
は
「
当
社
の
賃
金
水

準
は
世
間
相
場
と
比
較
し
て

既
に
相
当
高
い
レ
ベ
ル
に
達

し
て
い
る
」
「
２
年
連
続
で

ベ
ア
を
実
施
し
て
お
り
、
合

理
的
、
客
観
的
理
由
は
見
出

せ
な
い
」
「
固
有
の
経
営
課

題
を
考
慮
す
れ
ば
、
引
き
続

き
経
営
体
力
を
可
能
な
限
り

強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
な
ど
と
主
張
し
、
意
見

は
対
立
の
ま
ま
と
な
り
ま
し

た
。
会
社
は
、
昨
年
同
様
「
固

有
の
経
営
課
題
」
つ
ま
り
、

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
の

た
め
に
賃
金
抑
制
を
行
う
と

表
明
し
た
の
で
す
。

会
社
は
３
月

日
、
第
６

17

回
団
体
交
渉
で
「

歳
ポ
イ

35

ン
ト
の
基
準
内
賃
金
を
定
期

昇
給
と
は
別
に
１
０
０
０
円

（
０
．

％
）
引
き
上
げ
る
。

31

夏
季
手
当
に
つ
い
て
は
支
給

月
数
を
３
．

箇
月
と
す
る
」

05

と
い
う
、
要
求
を
は
る
か
に

下
回
る
回
答
を
行
い
、
そ
の

他
の
要
求
に
つ
い
て
は
改
善

を
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
本

部
は
席
上
、
回
答
に
つ
い
て

大
い
な
る
不
満
を
表
明
し
、

同
日
、
再
申
し
入
れ
と
し
て

『
申
第

号
』
を
会
社
に
提

21

出
し
ま
し
た
。

３
月

日
、
第
７
回
団
体

25

交
渉
を
開
催
し
、
会
社
に
対

し
て
回
答
を
撤
回
し
満
額
回

答
を
粘
り
強
く
迫
り
ま
し
た

が
、
会
社
の
態
度
が
変
わ
る

こ
と
は
な
く
、
全
て
の
項
目

で
対
立
を
確
認
し
ま
し
た
。

本
部
は
持
ち
帰
り
検
討
し

た
結
果
、
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ

ン
の
低
額
・
先
行
妥
結
を
は

じ
め
と
す
る
否
定
的
現
実
を

踏
ま
え
、
こ
れ
以
上
の
前
進

戦
争
さ
せ
な
い
・
９
条
壊

す
な
！
総
が
か
り
行
動
実
行

委
員
会
（
「
総
が
か
り
行
動

実
行
委
員
会
」）
主
催
の
「
戦

争
法
廃
止
・
安
倍
政
権
の
暴

走
許
さ
な
い
３
・

総
が
か

19

り
日
比
谷
大
集
会
」
が
３
月

日
、
日
比
谷
野
外
音
楽
堂

19で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

集
会
に
は
、
５
６
０
０
名

の
市
民
・
労
働
者
が
結
集
し

ま
し
た
（
主
催
者
発
表
）
。

Ｊ
Ｒ
総
連
か
ら
は
１
５
０

名
、
Ｊ
Ｒ
東
海
労
か
ら
は
21

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

集
会
は
、
政
党
か
ら
の
挨

拶
や
、
各
界
か
ら
の
発
言
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

銀
座
方
面
か
ら
鍛
冶
橋
ま
で

パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
総
連
は
、
戦
争
法
廃

止
を
訴
え
な
が
ら
パ
レ
ー
ド

を
貫
徹
し
ま
し
た
。

り
、
割
引
を
謳
い
文
句
に
宣

伝
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。
ど

れ
を
選
択
す
る
の
か
、
そ
の

ま
ま
従
来
の
電
力
会
社
に
し

た
ま
ま
に
す
る
の
か
、
迷
っ

て
い
る
人
が
い
る
と
思
う
。

筆
者
は
、
原
発
再
稼
働
を
画

策
し
て
い
る
現
在
の
電
力
会

社
を
や
め
て
、
別
の
会
社
に

変
更
し
た
▼
し
か
し
、
原
発

再
稼
働
を
進
め
る
電
力
会
社

は
、
電
力
料
金
を
抑
え
る
た

め
に
、
化
石
燃
料
を
節
約
し

て
原
発
に
依
存
す
る
方
向
に

進
む
と
言
わ
れ
て
い
る
。
自

由
化
は
平
等
の
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
が
、
実
は
そ
う
で
は
な

い
。
核
燃
料
処
理
、
原
発
事

故
の
収
束
作
業
や
保
証
ま
で

含
め
た
費
用
を
料
金
に
反
映

さ
せ
て
こ
そ
、
平
等
と
い
え

る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
意

味
で
は
、
電
力
会
社
は
国
策

に
よ
り
優
遇
さ
れ
て
い
る
の

だ
▼
電
力
は
需
要
量
の
す
で

に
３
分
の
２
が
自
由
化
さ
れ

て
お
り
、
残
る
３
分
の
１
が

今
回
の
自
由
化
で
あ
る
が
、

需
要
家
数
で
い
え
ば
、

万
80

件
か
ら
８
千
万
件
に
な
る
と

い
う
。
こ
の
う
ち
何
件
が
乗

り
移
り
す
る
か
は
分
か
ら
な

い
が
、
原
発
再
稼
働
の
賛
否

を
問
う
数
字
に
繋
が
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
▼
大
津
地

裁
は
３
月
９
日
、
高
浜
原
発

運
転
差
し
止
め
の
画
期
的
な

命
令
を
下
し
た
。
こ
れ
を
期

に
、
原
発
に
再
度
注
目
し
、

電
力
自
由
化
に
目
を
向
け
て

み
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。
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今
日
か
ら
電
力
自
由

化
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

電
力
自
由
化
に
参
入
し

た
企
業
が
数
多
く
あ

汽 笛
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は
勝
ち
取
れ
な
い
と
判
断
し

妥
結
に
至
り
ま
し
た
。

今
次
交
渉
に
お
い
て
、
職

場
か
ら
共
に
闘
っ
た
組
合
員

の
皆
さ
ん
に
敬
意
を
表
す
る

と
共
に
、
ご
支
援
に
対
し
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
部
は
同
日
、
配
分
交
渉

に
あ
た
り
、
賃
上
げ
分
１
０

０
０
円
を
基
本
給
に
一
律
に

配
分
す
る
要
求
を
『
申
第
22

号
』
と
し
て
提
出
し
ま
し
た
。

戦
争
法
廃
止
！

安
倍
政
権
の
暴
走
許
す
な
！

日
比
谷
大
集
会
に
積
極
的
に
参
加
！



Ｊ
Ｒ
東
海
労
は
３
月
６

日
、
大
崎
第
一
区
民
集
会
所

で
２
０
１
６
春
闘
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ

し
て
い
た
ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ
ト

本
人
訴
訟
（
平
成

年
（
ワ
）

26

第
３
０
０
０
３
号
賃
金
請
求

事
件
）
で
、
大
阪
地
方
裁
判

所
は
、
不
当
判
決
を
言
い
渡

し
ま
し
た
。
こ
の
裁
判
は
、

前
田
さ
ん
が
２
０
１
３
年
の

夏
季
手
当
減
額
の
撤
回
と
減

額
理
由
を
求
め
て
、
労
働
審

判
を
申
し
立
て
ま
し
た
が
、

会
社
が
具
体
的
な
減
額
事
由

を
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
た

め
、
本
裁
判
に
移
行
し
た
事

件
で
す
。

昨
年

月
３
日
の
第
９
回

12

口
頭
弁
論
で
８
名
の
被
告
管

理
者
の
証
人
尋
問
が
行
わ

れ
、
前
田
さ
ん
自
ら
反
対
尋

問
を
行
い
、
非
違
行
為
の
事

実
は
な
く
、
全
て
現
場
管
理

者
の
一
方
的
な
報
告
で
、
客

観
的
な
証
拠
は
何
一
つ
無
い

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
裁
判
所
は
、
唯

一
、
管
理
者
が
書
い
た
「
手

書
き
の
メ
モ
」
を
管
理
者
個

々
の
判
断
で
破
棄
し
た
こ
と

に
は
一
切
触
れ
る
こ
と
な

く
、
前
田
さ
ん
の
主
張
を
認

め
な
か
っ
た
の
で
す
。

新
幹
線
関
西
地
本
は
同

日
、
裁
判
報
告
集
会
を
開
催

し
、
不
当
判
決
に
屈
せ
ず
闘

う
こ
と
を
全
体
で
確
認
し
ま

し
た
。

３
月

日
、
民
主
党
と
維

27

新
の
党
、
改
革
結
集
の
会
が

合
流
し
て
「
民
進
党
」
を
結

党
し
、
１
５
６
人
の
国
会
議

員
が
所
属
す
る
野
党
が
誕
生

し
ま
し
た
。

安
倍
政
権
の
日
本
国
憲
法

を
破
壊
し
暴
走
す
る
安
倍
政

権
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
べ

く
、
あ
く
ま
で
も
憲
法
に
則

っ
て
立
憲
主
義
、
民
主
主
義

の
政
治
を
実
践
す
る
政
党
で

あ
る
こ
と
が
立
党
の
原
点
で

す
。
そ
し
て
、
生
活
者
、
納

税
者
、
消
費
者
、
働
く
者
の

立
場
に
立
っ
た
政
策
を
立
案

し
実
現
を
目
指
す
政
党
で
あ

り
、
原
発
に
頼
ら
な
い
社
会

を
目
指
す
政
党
で
あ
る
こ
と

を
綱
領
で
謳
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
何
よ
り
、
安
保
法

廃
止
を
目
指
し
て
、
野
党
の

中
心
に
成
る
べ
く
し
て
生
ま

れ
た
政
党
で
す
。
安
保
法
は
、

内
容
上
憲
法
９
条
に
違
反
す

る
事
は
明
白
で
あ
り
、
昨
年

９
月

日
か
ら

日
未
明
に

17

19

か
け
て
、
た
っ
た
４
行
の
「
発

言
す
る
者
多
く
、
議
場
騒
然
、

聴
取
不
能
、
委
員
長
退
席
」

と
い
う
記
録
し
か
残
せ
な
か

っ
た
安
保
法
特
別
委
員
会

と
、
本
会
議
で
の
強
引
な
採

決
な
ど
、
無
茶
苦
茶
な
国
会

運
営
に
よ
っ
て
成
立
し
た
安

保
法
は
無
効
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
何
と
し
て
も
、
廃
止

に
し
な
け
れ
ば
憲
政
の
常
道

に
反
し
ま
す
。
安
保
法
廃
止

の
闘
い
に
よ
っ
て
、
真
の
民

主
主
義
を
日
本
の
社
会
に
ガ

ッ
チ
リ
と
根
付
か
せ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
民
進
党
は

国
民
と
共
に
進
む
政
党
と
し

て
、
皆
さ
ん
と
成
長
し
て
行

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

で
大
き
く
開
い
た
格
差
、
貧

困
の
広
が
り
を
是
正
し
、
か

つ
て
の
よ
う
に
分
厚
い
中
間

層
の
再
生
を
目
指
し
ま
す
。

社
会
保
障
、
福
祉
、
医
療
、

介
護
、
子
育
て
支
援
、
大
学

生
の
奨
学
金
無
償
給
付
等
、

人
へ
の
投
資
を
通
じ
て
社
会

・
経
済
の
活
性
化
を
目
指
し

ま
す
。

民
進
党
に
結
集
し
た
私
た

ち
国
会
議
員
は
、
民
主
党
政

権
時
代
に
応
援
し
て
く
れ
た

人
々
の
期
待
を
大
き
く
裏
切

っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
深
く

反
省
し
、
克
服
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
に
し
て
も
私
、
た

し
ろ
か
お
る
は
、
あ
く
ま
で

も
市
民
・
働
く
者
の
立
場
に

立
つ
政
治
家
と
し
て
、
そ
し

て
鉄
道
・
バ
ス
を
は
じ
め
と

し
た
公
共
交
通
で
働
く
者
の

代
表
の
参
議
院
議
員
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
組
合
員
の

皆
さ
ん
と
共
に
闘
っ
て
い
き

ま
す
。

（２）第３７２号 Ｊ Ｒ 東 海 労 ２０１６年（平成２８年）４月１日

会
社
の
主
張
を
丸
呑
み

前
田
さ
ん
本
人
訴
訟
不
当
判
決
！

ー
に
は
、

名
の
組
合
員
・

60

Ｏ
Ｂ
が
参
加
し
ま
し
た
。

小
林
委
員
長
は
、
主
催
者

挨
拶
で
「
安
倍
政
権
は
労
働

者
の
保
護
ル
ー
ル
を
改
悪

し
、
ま
す
ま
す
格
差
が
広
が

っ
て
い
る
。
労
働
組
合
は
全

労
働
者
と
連
帯
し
て
闘
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
の
は

な
ユ
ニ
オ
ン
の
闘
い
を
学

び
、
今
春
闘
で
連
帯
し
て
い

こ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

続
い
て
、
な
の
は
な
ユ
ニ

オ
ン
委
員
長
・
鴨
桃
代
さ
ん

よ
り
、
「
労
働
組
合
と
は

～
な
の
は
な
ユ
ニ
オ
ン
・
全

国
ユ
ニ
オ
ン
の
活
動
～
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
講
演
を
受

け
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
な

の
は
な
ユ
ニ
オ
ン
結
成
、
全

国
ユ
ニ
オ
ン
設
立
に
至
る
経

緯
が
紹
介
さ
れ
た
後
、
森
永

高
滝
カ
ン
ト
リ
ー
分
会
、
三

共
製
氷
冷
蔵
支
部
、
オ
リ
エ

ン
タ
ル
ラ
ン
ド
・
ユ
ニ
オ
ン

結
成
な
ど
の
闘
い
、
特
に
、

卑
劣
な
不
当
労
働
行
為
に
対

す
る
反
撃
の
闘
い
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
労
働
諸

法
制
が
改
悪
さ
れ
て
も
、
労

働
者
・
労
働
組
合
は
闘
い
を

終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
そ

の
条
件
下
で
如
何
に
闘
う

か
、
そ
し
て
、
正
社
員
の
労

働
組
合
が
非
正
規
労
働
者
と

の
格
差
是
正
を
す
る
た
め
に

何
を
す
べ
き
か
が
提
起
さ
れ

ま
し
た
。

闘
い
の
報
告
と
し
て
、
新

幹
線
地
本
成
田
委
員
長
は
、

関
連
会
社
の
労
働
条
件
改
善

の
闘
い
に
つ
い
て
、
団
体
交

渉
に
至
る
経
過
や
バ
ス
停
で

の
ビ
ラ
配
布
行
動
な
ど
、
実

践
的
な
闘
い
を
報
告
し
ま
し

た
。全

体
討
論
で
は
、
講
演
の

感
想
や
職
場
の
闘
い
が
積
極

的
に
発
言
さ
れ
ま
し
た
。
最

後
に
ま
と
め
を
行
い
、
セ
ミ

ナ
ー
は
成
功
裡
に
修
了
し
ま

し
た
。

非正規労働者との
連帯をつくり出そう！

２０１６春闘セミナー開催

たしろかおる議員行動記録（３月）

1日 ＪＲ総連ＯＢ連絡会学習会
2日 ＪＲ総連東海地協2016春闘討論集会
3日 参議院裁判官訴追委員会

ＪＲ東労組大宮支部意見交換
民主党両院議員懇談会
ＪＲ貨物労組隅田川機関区分会ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ大会懇親会

4日 連合議員懇談会政策ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ
交運労協・連合『交通・運輸』部門連絡会春期生活闘争勝利総決起集会
連合神奈川2016春季生活闘争・第24回参院選勝利総決起集会

5日 とっとり9条連総会
6日 釜石被災地視察＆意見交換
7日 参議院予算委員会

花は咲けどもコンサート
ＪＲ東労組盛岡地本青年部来所
ハイタクフォーラム国交省、厚労省要請

8日 ハイタクフォーラム労働者総決起集会
参議院国土交通委員会
袴田巌さんの再審開始を求める街頭行動

9日 参議院本会議 民主党国土交通部門会議
10日 参議院国土交通委員会
11日 参議院本会議
12日 和田宗春元都議集会
13日 ＪＲ東労組新潟地本春闘集会

森びとプロジェク森びらき
14日 ＪＲ東労組ＹＯＳＡＫＯＩソーラン全体練習

ＪＲ東労組品川駅分会意見交換（15日まで）
16日 参議院本会議

参議院厚生労働委員会、参議院災害対策特別委員会
民主党両院議員懇談会

17日 参議院厚労委員会、参議院予算委員会
保団連陳情
足利市公共サービスユニオン定期総会

18日 ＪＲ貨物労組静岡支部、愛知＆稲沢機関区分会訪問
19日 横浜・戸塚地区あいさつまわり
20日 ＪＲ東日本労連ＪＲ水戸鉄道サービス労組
21日 ＪＲ東日本労連千葉鉄道サービス労組
22日 街宣講堂(三鷹駅) ＪＲ東労組長野バス３分会意見交換
23日 街宣（立川）

参議院本会議、参議院国土交通委員会
民主党両院議員総会 連合組織内議員懇談会総会

24日 街宣（豊田駅）
参議院国土交通委員会

25日 街宣（八王子駅）
民主党軽井沢バス事故ＰＴ・国交部門会議
交運労協省庁要請（総務省､警察庁､消防庁､法務省）
参議院予算委員会

26日 ＪＲ東労組東京地本シニア会集会
ＪＲ東労組大宮運転区 改革30年の集い

27日 九州地協ＯＢ連絡会総会
28日 ＪＲ北海道労組釧路地区集会
29日 参議院本会議
30日 参議院議運委員会 参議院本会議 参議院災害対策特別委員会

ＪＲ東労組青年部講演会
31日 参議院国土交通委員会 参議院本会議

３
月

日
、
大
阪
第
二
運
輸

24

所
分
会
・
前
田
さ
ん
が
提
訴


